
プロトコル：CKDの診断が確定している猫におけるリン代謝異常の判定と管理

腎機能は正常である

IDEXX FGF-23の

測定は不要です

基準範囲内（正常）

(<300pg/mL)

わずかな高値（グレーゾーン）

(300‒399pg/mL)

明らかな高値（異常）

(≥400pg/mL)

慢性腎臓病（CKD）である

IRIS* CKDステージ1または2

血清リン濃度が<4.6mg/dL

IDEXX FGF-23を測定

CKDの猫の場合：

リン代謝異常は認められないため、リン

制限療法は必要ありません。

症状やその他の腎臓検査結果について、

再度確認してください。

その他の検査から明らかになっている

一次性の腎臓病の管理を行ってくださ

い。3‒6ヵ月後に、腎臓バイオマーカーと

ともにFGF-23を再検査してください。

FGF-23 <300pg/mL

かつ血清リン濃度<4.6mg/dL：

前回と今回の結果がともに基準範囲内

だった場合、リン制限療法は推奨され

ません。

治療によりFGF-23が前回のわずかな

高値や明らかな高値から基準範囲内に

低下した場合、現在の治療を継続し、

3‒6ヵ月後に腎機能マーカーとFGF-23

を再検査してください。

安定した状態のIRIS CKDステージ1ま

たは2の猫であれば、3‒6ヵ月ごとに腎

臓バイオマーカーとともにFGF-23をモ

ニタリングすることが推奨されます。

FGF-23 300‒399pg/mL

かつ血清リン濃度<4.6mg/dL

前回は基準範囲内、今回はわずかな高値

だった場合、リン制限療法を開始する前

に、3‒6ヵ月後に改めて再検査を行ってく

ださい。

前回も今回もわずかな高値だった場合、

初期のリン代謝異常が示唆されるため、

リン制限療法の開始が推奨されます。

前回は明らかな高値だったが、治療によっ

てFGF-23がわずかな高値まで低下した

場合、現在の治療を継続し、3‒6ヵ月後に

腎機能マーカーとFGF-23を再検査して

ください。

安定した状態のIRIS CKDステージ1ま

たは2の猫であれば、3‒6ヵ月ごとに腎臓

バイオマーカーとともにFGF-23をモニタ

リングすることが推奨されます。

FGF-23 ≥400pg/mL：

FGF-23の値は病態の進行によって変

化することがあります。その他の腎臓検

査により、CKDのステージが進行してい

ないか確認してください。

再検査時にFGF-23の上昇がある場合、

リン制限療法と管理が必要です。

前回の結果から上昇または20%以内の

低下の場合、より積極的なリン制限を検

討してください。

前回の結果から50%以上の顕著な低下

がある場合、現在の治療を継続し、3ヵ月

後にFGF-23を再検査してください。

安定した状態のIRIS CKDステージ1ま

たは2の猫であれば、3‒6ヵ月ごとに腎臓

バイオマーカーとともにFGF-23をモニタ

リングすることが推奨されます。

CKDの猫の場合：

初期のリン代謝異常が示唆されます。

症状やその他の腎臓検査結果について、

再度確認してください。

その他の検査から明らかになっている

一次性の腎臓病の管理を行ってくださ

い。3‒6ヵ月後に、腎臓バイオマーカーと

ともにFGF-23を再検査してください。

CKDの猫の場合：

リン代謝異常が認められるため、リン制

限療法の開始が推奨されます。

症状やその他の腎臓検査結果について、

再度確認してください。

治療開始から3‒6ヵ月後に、腎臓バイオ

マーカーとともにFGF-23を再検査して

ください。

再検査



IDEXX FGF-23は、リン代謝異常の早期発見や1-4、

リン制限療法を勧めるための根拠を明確にすることで、

猫の慢性腎臓病（CKD）の管理をサポートします。

IDEXX FGF-23は、IRIS CKDステージ1または2と確定

診断されている、もしくは強く疑われる猫でのみ測定して

ください。コントロールされていない甲状腺機能亢進症、

重度の貧血、全身性の炎症を伴う猫には、お勧めしません。

注意： リン制限療法の内容を変更した場合は、少なくとも

2ヵ月の間隔を空けてからFGF-23を再検査することを

お勧めします。
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* IRIS: 国際獣医腎臓病研究グループ （International Renal Interest Society）
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